歴史地震研究会2006年度第５回幹事会議事録
日時：2007/08/08　15:30～18:00

場所：東大地震研第三会議室

出席者：都司会長，武村副会長，北原，小松原，植竹，林，宍倉

１．下田大会準備報告
○小松原幹事から以下の報告があった．
・内閣府，静岡県など各関係機関から後援について承認を頂いた．

・発表会プログラムはほぼ確定，座長も依頼済み．
・下田市に公開講演会の宣伝を依頼済み．
○見学会（巡検）について：
・都司会長，北原幹事が下見を実施．
・下田市(一般)からの参加者を8月末まで募集するため、参加者はまだ確定しない．現時点で40名，最終的には50名程度となる見込み．
・1グループ10人程度の5グループで行動する．いずれのグループも同じ場所を回るが，グループごとに順番を変える．

・各グループに地震・津波関係の説明ができる専門家を一人ずつ入れる．都司さん，羽鳥さん，北原さん，永井さん，渡辺さんをそれぞれのグループに配置する．
・前の晩に案内者でミーティングを行う．総会後の午後6時～6時半を予定．ボランティアさんとも顔合わせをする．
・見学会資料はおおよそ完成，あと地図をつける．

・見学会中，参加者の荷物はホテルにキープできるようお願いする．
・見学会当日朝に，全員集合，概要説明，ボランティアさん紹介，資料配付を実施．集合写真はこのとき撮る．
○宿泊・懇親会について：
・ホテルの都合で個室は認められなくなった．個室希望の人は相部屋になってもらうか別の宿に移ってもらうことになる．
・当初確保していた18部屋について，ホテル側から一部返上を求められた．こちらとしては，3人部屋を基本とし，女性部屋３部屋，男性部屋10部屋，夫妻用1部屋は確保するように対応する．
・懇親会費について、ホテル宿泊者はプラス1000円，それ以外は5000円としていたが，こちらの事情で別の宿に移ってもらった参加者も5000円というわけにはいかない．そこで総額を元に参加者で頭割りにするように検討する．

・下田市から4名懇親会に招待する．

○予稿集について：

・原稿は7月31日時点で半分程度．その後の到着分は未確認．
・印刷屋さんには再来週発注予定．発行部数は60部程度とする．
・巡検案内書は100部．コピーで対応する．
○今後の予定など：

・今週中に静岡県庁を通じて広報をお願いする．

・9月14日，市役所への挨拶，午後に会場設営．
・当日の会場係（受付やマイク係など）は身内でやる．小松原幹事が参加者の中から適当な人に依頼する．
・受付で参加者から徴収するお金について，参加費，巡検代，懇親会費，昼食代（１日目，2日目）について支払い有無を事前に把握しておく．

・ボランティアさんの謝金，講師謝金を準備しておく．
・昼食は弁当（1000円）を地元のお店に現時点でわかっている数で発注．直前に再確認して調整する．

・公開講演会について，進行役は北原幹事．締めの挨拶を伊藤和明さんにお願いする旨確認した．
・大会後，後援の内閣府，静岡県へ大会収支報告を行う．

２．総会の議題について
・総会で諮る来期の運営体制について検討を行った．
・規約改正は，今回は見送る．
・総会にて査読制度を明文化した編集規定案について説明する．

３．他学会とのリンクについて
・北原さんより歴史学研究会，日本史研究会などへ依頼予定．
・会誌の交換を行い，先方で寄贈書として会誌の紹介をしてもらう．
４．2008年大会について

・産総研共用講堂（100人収容）を9月13，14，15日の三日間確保済み．
・見学会は地理院を予定．地理院で古地図（古地震・古地理）に関する企画をしていただけるか打診中．
５．そのほか

・都司会長より会誌「歴史地震」が学術刊行物として認可されたことが報告された．
